
体験誘発の教材モデル
「最上川丸ごと体験ミュージアム」

〜源流から河口まで〜

ねらいとコンセプト

平成１７年度子どもゆめ基金助成 子ども向け教材開発・普及推進活動助成申請

体験誘発モデル（子どもの参加が教材になる）
「体験ミュージアム」活動の普及啓発

大人が作る教材と子どもが作る教材の違い

教材作りのデザイン

上流から河口まで「舟航体験」
取材体験活動の区間と利用する船

子どもが主体で「体験ポートフォリオ」
感動体験を最上川にマッピングしよう

システムの特徴

最上川のデータを送ろう（平易な操作性）
GPS付き携帯電話で現地からアップロード（感興性）

体験の記録がもたらす効果



最上川丸ごと体験ミュージアム
〜源流から河口まで〜

感動の舟航体験

子どもたちが情報レポーター
（体験誘発モデルケース）

体験の面白さ
を増幅

青少年活動を誘発

水質調査

ゴミ拾い（環境美化）

自然観察
動植物・野鳥・地質…

レポーターズサイト作り

各自の次の体験を計画

最上川体験リピーター兼 伝道師

最上川丸ごと
体験ミュージアム

●ねらいとコンセプト

絶え間ない繰り返し

体験したら次は教える番
感動が感動を呼ぶ



「体験ミュージアム」活動
の普及啓発

それぞれの地域で
体験活動＋コンテンツ開発

最上川体験リピーター兼 伝道師

最上川丸ごと
体験ミュージアム

子どもが主役
体験活動＋コンテンツ

山形県内に向けて 全国に向けて

どこでも実践できる体験誘発モデル
教材（具体例）とシステムを無償提供

●ねらいとコンセプト



大人が作る教材と子どもが作る教材の違い

大人が作ると…

知識も深く広い

●教材は与えるものという発想から転換する
●実社会の写像空間は「発見」を育む環境となる
●コンテンツ生産を促す方法論＋ツールが重要

●ねらいとコンセプト

子どもが主役

子どもが作ると…

●超えられない大人の限界
●一方的になりやすい…

●同世代の興味を誘発する目線
●体験そのものを教材にもできる

一方的な教材になる

コンテンツは成長しにくい

実世界の写像空間
（記録するものはファクトデータ）

反復的な学習プロセス
→知識を育む

体験誘発が進むと
教材が際限なく増大し続ける

既成の教材のあり方の修正

●体験と知識を育む循環が導かれる
●主体性を育む学習の姿勢が導かれる
●体験を支援すると教材ができる＝発想の転換

期待される効果

大人は支援役
にまわって…



米沢市

朝日町上郷ダム

ゴムボート

ゴムボート

村山市碁点

村山市三ヶ瀬橋

舟下り

大石田町

尾花沢市

戸沢村古口

戸沢村草薙

最上川河口

ゴムボート

舟下り

ゴムボート

ゴムボート

舟下り

１日目

２日目

３日目

４日目

上流から河口まで「舟航体験」
（取材体験活動の区間と利用する船）

●素材作りのデザイン



子どもが主体で「体験ポートフォリオ」

●教材作りのデザイン

体験を記録する意味

子どもレポーターズサイト

感動体験
の記録

「体験」を「記録」して持ち帰り自分で体験を振り返ることで、体験の意
味が見えてきます。自分がレポーターになって「体験ポートフォリオ」を
作ることで、興味が誘発され、次の「体験」につながっていきます。

体験ポートフォリオ

同じ体験でもその捉え方や感動が違う。皆の「体験ポートフォリオ」がで
きると、他の人のよいところが見えて自分に対する刺激になります。ネッ
トを通じて、「子どもたちの最上川」を作ることができます。

体験ポートフォリオ

舟航体験 ゴミ拾い 水質調査

体験は画像やビデオに撮ってどんどん入れよう！

体験が続くとポートフォリオも育つ

○○さんの
ポートフォリオ

ネットに公開



感動体験を最上川にマッピングしよう

体験が大きく束なる
（全部をくしざし）

体験・お出かけマップ

昔の写真マップ

水質マップ

ゴミマップ

植物マップ

お魚マップ

動物マップ

野鳥マップ

船で丸ごと体験マップ

●教材作りのデザイン

最上川マップ
（ポータルサイト）

子どもレポーターズサイト

感動体験
の記録



コメント

最上川のデータを送ろう

これをアップロードします

場所を教えてね

アップロード！

ＭｙＰａｇｅ 花笠太郎さん
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中山町小塩中山町長崎周辺

場所を間違えたら、左から選びなおそう。

情報を書こう

オオハクチョウタイトル

2004日付 年 12 月 12 日

20
21
22

23
24
25

22

どのマップ？

ゴミ
植物
お魚
動物

野鳥

データを選ぶ

●システムの特徴

送るデータ



GPS付き携帯電話で現地からアップロード

静止画や動画にコメントを付け
位置情報と共に送信

サーバ

●携帯電話用簡易入力マップ
GPS付きでない場合は地図を選択して位置情報を代替する

●システムの特徴



体験の記録がもたらす効果

●システムの特徴

インターネット

自然体験が感動の源

感興を増幅

回線経由
移動体通信

携帯電話

ノートパソコン
（モバイル通信）

取り込み
デジカメ

ビデオカメラ

取り込み

サーバ

現地から直接

家に持ち帰って

親子のコミュニケーション
自分(興味)との対話

体験を反芻

感動を熟成


